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要旨 
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第 1 章・第 2 章・第 3 章 
本研究では中国大連の情報サービス従事者を対象として実施した質問紙調査および半構造化

インタビュー調査を通して、彼らが使用している学習リソースおよび学習ストラテジー（以下、学習

ST）の実態を調査し、分析・考察を行った。研究課題は、自律学習を学習内容の管理および学習

管理と捉え、自律学習達成のプロセスを究明し、自律学習の研究領域に新たな視座を提供するこ

とであった。 
世界経済のグロバール化が進むとともに、日本国内外で業務を行う日本企業の情報サービスに

対する需要が高まっている。この状況下、中国現地の大連などの沿海都市には、日本企業または

日系企業に対して情報サービスを提供する会社が集中している。それらの情報サービス従事者に

はハイレベルの日本語力を求めている（大前 2009）。例えば、コールセンターの仕事では日本人と

電話により直接的に対応できる高いレベルの日本語力が要求されている。しかし、情報サービス従

事者の日本語力はそれほど高くなく、企業が求めている能力との間に大きなギャップがある（大前、

前掲書）。このような現状から、情報サービス従事者にとってどのように日本語力を向上させるかが

重要な課題となっている。 
分析の理論的枠組としては、リソースの分類、和田（2003）の学習リソースの機能および津田

（2007）の学習 ST の階層的分類を援用した。Benson(2001)をもとに、自律学習を管理という視点

から捉え、学習管理および学習内容の管理を考察した。最後に、研究結果を基に日本向け情報

サービス会社における日本語人材および一般の日本語学習者の自律的学習能力の育成につい

て提言をした。 
 
第 4 章 

研究課題の究明のため、2010 年 9 月に中国遼寧省大連市の日本向け情報サービス企業 A 社

の従事者 58 人の調査協力を得て質問紙調査を実施し、さらにそのうちの 8 人に半構造化インタ

ビュー調査を行った。 
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調査の結果、体系的な日本語学習以外に、独学や自習での日本語リソースの活用によって、

自分の周りのあらゆる日本語を使うチャンスを積極的に求め、日本語環境を作り出すことが言語使

用者としての情報サービス従事者の日本語能力の維持や向上に役立つという結果を検証した。特

に、情報サービス従事者にはリソースの使用を通して異文化理解を促進しようとする強い意欲が示

された。 
学習 ST に関しては、階層的枠組みに沿って分析・考察し、自律学習を全体的にみた結果、タ

スクレベルの認知、補償 ST がもっとも頻繁に使われていることがわかった。次に、物的リソース以

外の人的リソースおよび複合的リソースを利用する際には、メタ（包括的）レベルおよび相互作用レ

ベルの学習 ST の使用が多かった。加えて、留学あるいは滞日経験の有無という要素による相違

点についても分析・考察結果が得られた。 



（1）日本での留学経験がある学習者（C１、C7）は 6 種類の学習 ST をすべて使用している。 
（2）滞日・留学期間の長さに比例して日本にいる時間が長ければ、使用する学習 ST の種類が多

くなるということが示唆された。 
（3）滞日または留学経験がない場合、学習者の学習の意欲の差により学習 ST の使用には違いが

見られる。 
自律学習達成のプロセスについては、学習内容の管理は概説すると「何を勉強するか」で、素

材を集中して用意するような段階となる。そこで、学習リソースの管理には「異文化理解の促進」

「学習リソースの機能」「娯楽としての学習リソースの使用」「学習リソースの選択」「学習の意識化」

等のカテゴリーが含まれる。そして学習管理のステップに学習 ST の活用を通じて学習内容の理解

を深め、それに関する考えを広げる。学習管理は「どのように勉強するか」のような方法論的なもの

であり、自律学習へと航行する船が設定針路方向に向かって、予定コースからはずれずに行かれ

るように極めて大きな役割を果たしている。その次に、学習管理と学習内容の管理の再編成が実

行され、新たな自律学習に導く。上で提示した「学習内容の管理」「学習管理」「学習管理及び学

習内容の管理の再編成」の連続的なステップが完結し次第、結果としては自律した言語使用者が

育成されることになる。 
 
第 6 章・第 7 章 

自律的学習能力養成への提案としては、まず教師の役割が重要視されるべきである。次に、日

本で修士や博士の学位を取得して帰国した教師の定着、および現職教師に、体系的かつ定期的

な研修活動を通して、最新のリソースの利用法を学ぶことを提案したい。中国の大学においては、

自律的な学習者の育成のために、日本語学習リソースセンターの設置が望まれる。最後に、日本

語教育の現場では学習 ST の指導の必要性がより認識され、学習 ST の指導を授業に体系的に

取り入れることが必要であると思われる。 
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